





















単純 X 線像における内反 OA の進行度（Kellgr en一Lawrence分
類），Femoro-tibialangle，術前伸展角度，術前屈曲角度，および平均経過










は30-0。：2.0 (1. 5) ' 60-0。：2.2 (1. 0) '90-0。：2.4 (0. 7) ' 130-0° : 0.5 
（一0.5),130-90° :-1.9 （一1.1) ' 130-60。：－1.7 （一1.5）で，術後屈曲角
度は， 110.3° だった．
PS-mobile型TKAの術中屈曲角度における内側（外側）ギャップの変化量
(mm）は 30一0。：1.9 (1. 5) '60-0。：2.3 ( 0. 9) ' 90一0。：2.5 ( 0. 7) ' 
130-0。：1.0 （一0.2) ~ 130-90° :-1. 5 （一0.9)'130-60。：－1.3 (-1. 1）で，
術後屈曲角度は、 120.げだった．
内側ギャップ長は両群共に 0。伸展から 30° ' 60° ' 90° 屈曲において統
計学的に有意に増加し，90° 屈曲から 130° 深屈曲において統計学的に有
意に減少した．外側ギャップ長は両群共に 0。伸展から 30° 屈曲で統計学















果より PS-Fix型における DepuyLigament tensorを用いた術中のギャッ
プ計測は，術後屈曲角度の予測に有用である可能性が示唆された．
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